
Citationｓからの検索 

❶著者名参照回数 

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ 

著者名からその著者の論文引用回数と履歴が検索できます。 

検索結果は引用回数の多いものから降順で表示。 

左から、引用された件数、書誌事項。Bookと表示がある場合は、 

該当論文が雑誌ではなく書籍に掲載されていることを表しています。 

❷ジャーナル参照履歴（雑誌タイトル・略称・ＩＳＳＮで検索可能） 

出版年 

過去5年間に 

引用された回数 

過去5年間に雑誌に 

掲載された論文数 

1論文あたりの 

平均引用数 

過去5年間に雑誌に掲載された論文のうち 

引用された回数がグラフ（5年刻みで表示） 

❸Ｓｅａｒｃｈ ｂｙ Ｓｕｂｊｅｃｔ 

ＭＳＣコードを入力して検索すると、その分野で引用された数の 

多い論文から降順に表示されます。 

雑誌・図書で絞り込みを行ったり、表示件数を変えることができます。 

❹Ｓｅａｒｃｈ ｂｙ Ｙｅａｒ 

年代を入力して検索をすると、その年に出版された論文のうち、 

引用された数の多い論文から降順に表示されます。 

雑誌・図書で絞り込みを行ったり、表示件数を変えることができます。 

❺Ｔｏｐ 10 Ｌｉｓｔｓ 

引用される率の高い論文を掲載している雑誌のリストが 

表示されます。 

雑誌だけでなく、論文・図書の表示も可能。 

調査する年代を選択したり、表示件数を変えることも可能です。 

Clipboard 

クリップボードは、保存時に画面右上のホームタブ横にタブが表示され、 

レコード一覧の確認ができます。また最大500件まで保存が可能です。 

一時保存したレコードは、まとめて詳細情報をＥｎｄＮｏｔｅなどに 

ダウンロードすることができます。 

ダウンロードする場合、チェックボックスにチェックをして 

プルダウンから任意のフォーマットを選択して、Ｓａｖｅ Ｃｌｉｐを 

クリックします。 

なお、共有のＰＣで利用する際は、ＰＣまたはアカウントの 

いずれかが異なった場合、保存したクリップボードは見られません。 

 チェックした論文の削除や、クリップボードに保存した

論文全ての削除が可能です 

MathSciNetへのアクセス方法 

MathSciNetは、アメリカ数学会が提供する 

世界の数学文献・数学論文をカバーする 

包括的な書誌・レビューデータベースです。  

1940年以降に刊行された世界の数理科学 

(数学および数学を応用した学問分野)の論文の

書誌情報・レビューが提供されています。 

図書館利用ガイド 

大阪電気通信大学 図書館 

大阪電気通信大学図書館 発行 2022.1.1 

図書館ＨＰ http://www.lib.osakac.ac.jp 

 
click 

学内LANにつながったPCから 

アクセスしてください。 



MathSciNet トップ画面 

①刊行物・・・タイトル・著者名・主題などから検索が可能 

②著者名・・・著者名による検索が可能 

         苗字または「姓, 名」「姓, 名のｲﾆｼｬﾙ」の形で入力 

③ジャーナル・・・雑誌など資料名から検索が可能 

④Citations・・・引用された回数の多い雑誌・図書・論文の 

            確認が可能（利用方法は表面参照） 

⑤ホームへ・・・トップページへ移動 

① ④ ② ③ 

⑤ 

基本の検索（刊行物からの検索） 

2.検索結果一覧 （例：雑誌） 

1.キーワードで検索  

(a) 

(b) 

(a)検索結果の並べ替え 
   発行年順（Newest/Oldest）・引用数順（Citations） など 

 

(b)検索結果の絞り込み 
     Item Type(論文データ区分)、Institutions (機関)、 

    Primary Classification(MSCコード第一次分類)  

   Authors（著者）、Journal(雑誌)、Year（出版年）   など 

(c) MR番号 / Mathematical Reviewsのレビュー番号、またはMathSciNetのレコード番号 

(d) 論文データ区分 / Ｐｒｅｌｉｍ：準備中、 Ｐｅｎｄｉｎｇ：レビュー未、 Ｒｅｖｉｅｗｅd：レビュー済、 Ｉｎｄｅｘｅｄ：索引済・レビュー提供外 

                   Ｅｘｐａｎｓｉｏｎ：増補、 Ｔｈｅｓｉｓ：学位論文、 ＤMＬ：Ｗｏｒｌｄ Ｄｉｇｉｔａｌ Ｍａｔｈｅｍａｔｉｃｓ Ｌｉｂｒａｒｙ関連 

(e) 著者名 

(f) 論文タイトル 

(g) 雑誌タイトル（または雑誌タイトルの略称）・巻（出版年）号・ページ数 

(h) 同じMSCコードに分けられた論文の一覧を表示  

(i) この論文の詳細情報（本文ではない）をPDFで表示 

(j) クリップボードに論文を保存 / ※クリップボード保存時のみ、画面右上のホームタブの左横にクリップボードタブが表示される 

(k) この論文の掲載誌のホームページへのリンク 

(l) この論文の本文を表示 / ※ただし、本学契約の電子ジャーナルに限る 

(m)この論文の引用回数 / ※この数が多いほど、より多くの研究者にインパクトを与えた論文という目安 

(h) 

(f) (e) (ｃ) 

(g) 

(i) (j) (k) (l) (m) 

(d) 

MathSciNetで検索を行う際は、検索語は英語のみなので、 

辞書などを使ってキーワードを英語に置き換えましょう。 

また、トップ画面の語彙検索にある検索フィールドは全部で13種類あり、 

プルダウンメニューから4つ選択して検索することができます。 

※大文字・小文字の区別なく検索が可能 

※単数形・複数形の区別なく検索が可能 
 （単数形・複数形を区別したい場合は“ ”で単語やフレーズを囲む） 

※前方一致や中間変化には「*(アスタリスク)」を使用して検索 

※「AND」「OR」「NOT」検索は検索フィールドの右横のプルダウン 

 から選択が可能 

3-1.（c）のMR番号をクリックすると、検索結果の詳細情報が表示 

(o) 

(n) MR番号、 

   著者名（所属機関）、 

   論文タイトル、 

   雑誌タイトルの略称、巻（出版年）号、ページ数、 

   MSCコード 

(o)抄録 

(p)参考文献 

(ｐ) 

(n) 



MSCコード とは？ 

Mathematical Subject Classificationの略で、 

数学主題分類を表しており、Primary（主分類） を1つと、 

Secondary（副分類）を複数付与されています。  

刊行物の検索、検索結果の絞り込みにも使用できます。 

画面上部にあるFree Toolsを選択すると、MSC検索が 

できます。 

・MSCコードの調べ方 

MSC分類より検索したい分野名を「Select a Mathematics 

Subject Classification」と書かれたプルダウンから選択するか、 

分類検索のテキストボックスに、キーワード、またはMSCコードを 

入力して検索します。MSCコードにリンクがある場合は、クリックすると 

その分類を細分化した情報が表示されます。 

MSCコードは、11R32や13-04などの5文字で構成されています。 

たとえば11R32は、Number theory（数論/11）、 

Algebraic number theory（代数数論/11R）、 

Galois theory（ガロア理論/11R32）を表します。 

広い分野は、最初の2文字または3文字で検索できます。 

（例：11または11R） 

 

MSCコードで検索を行う場合は、2文字、3文字、または5文字を 

入力する必要があります。 

なお、このフィールドでは「*」による検索はできません。 

リモート接続サービス 
ってなに？ 

自宅や出張先にインターネット接続環境（※１）

があれば、手持ちのパソコンをリモート接続

サービス経由で接続すると学外からでも学内

ネットワークに接続している端末と同様の通信

ができます。 

これにより、学内ネットワークに限定して公開

されているEJやデータベースの利用が可能

（※２）になります。 
 

※１ ホテルなどでポート制限があるインター 

   ネット環境では利用する事ができません 

※２ 契約上リモート接続サービス経由で利用 

   できないネットワークサービスもあります 

・MC2リモート接続サービス 

リモートサービスには容易に利用できるが 

限られた機能のものと、事前にソフトウェア

をインストールする必要があるがより高度な

利用ができるものの２種類があります。  
 

・SSL-VPN（ブラウザだけを使用する方法）  

・AnyConnect（事前にソフトウェアをインス

トールする方法）  
 

詳細はMC2のネットワーク利用SSL-VPN利用 

より、ご確認ください。 
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